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令和６年度 学校経営方針 

  

 学校教育目標「創造的な実践力に富む、心豊かで、たくましい子供の育成～豊かな子～」の具現化を 

目指して、教育の質を保ち、更に向上させていきたいと思います。 

 そのために学校は、現状を維持するだけで満足せず、果敢にチャレンジしながら教育活動を進化させ

ていきます。一人一人を大切にしながら、決して指導をあきらめることなく、「子どもたちに力をつけ、

高める」という学校の責任を果たせるように、頑張っていきたいと思います。保護者の皆様の力強い後

押しをお願いいしたします。 

 

 子どもたちが豊かな子（徳知体）に成長するには、育てなければならない資質・能力があると考えま

す。学習の中では、各教科のねらいに応じて、「知識技能」「思考力表現力判断力」「学びに向かう力」を

育てます。加えて、子どもたちに不足している未来を生き抜く力（資質能力）を、I-check のデータ分

析から６つに絞り込みました。これを「ひあっしーがもつ６つの能力」として、子どもたちにも分かり

やすい形で示し、子どもたち自らが、能力を育て高めていく取組に力を入れていきます。 
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明るく、思いやりのある子 

夢に向かって、自ら学ぶ子 
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 子どもと教師がしっかりつながり、安心して生活・学習できる学級経営を行います。その学級経営の

土台にたち、教科指導の充実（市教育委員会指定研究）を図り、学力の向上を目指します。道徳教育で

は、美しく、豊かな心作り、規範意識の醸成を図ります。２学期制の良さを生かし、７月、１２月には

人権・平和教育の指導徹底を進めます。その他、特別支援教育や健康安全教育、食育、読書指導等、子

どもたちの発達段階に応じた指導を工夫していきます。「環境で人は育つ」と言われるように、季節を感

じる、潤いと温かさがある、整美された学校環境をつくっていきます。 

 

 少子化、高齢化が進み、本校でも児童数、家庭数の減少が進んでいます。育友会組織の改編を始めと

して、持続可能な学校組織づくりが迫られています。家庭、地域、学校それぞれが、役割を見つめ直し、

子どもとの関りを通して、皆が幸せになるウエルビーイングな諫小へと改革していきたいと思います。 

 

６年 自分たちにできること 

 最高学年となった６年生が集って、母校諫早小学校のために、自分た

ちにできることはないか話し合いました。たくさん出された意見の中か

ら、まずは「朝の挨拶運動」と「児童玄関掃除」に取組むことになりま

した。得勘定にとらわれず、みんなのた

めになる行動を、力を合わせて取り組も

うとする姿には、頼もしさを感じます。

ひあっしーがもつ能力、「認め合う仲間」「力を合わせて」の能力が育

ち、高まっていくことでしょう。学校の顔としての６年生の頑張りを、

みんなで応援しようと思います。 

 

 


